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4〈近〉 「御ゆいしの」とし、 「い」を見せ消ち、 右に「う」を傍書。
5〈近〉 「義
きにて」 。




まふの」 、 〈蓬〉 「相
ス
マ




8〈近〉 「せつなど」 、 〈蓬・静〉 「節
セチ
なんと」 。








11〈近〉 「めでたくぞ」 、 〈蓬〉 「目
メテ
出タク















15〈近〉 「おはしますやらんと」 、 〈蓬・静〉 「おはするやらんと」 。








































めであった（本全釈八―八二～八三頁の注解「此ハ明年御元服ノ加冠ノ料也」参照） 。故に、①から までの記事は、次の⑤⑥の高倉天皇元服関連記事に接続する。そして、続く徳子の入内関連記事⑦⑧は、その高倉天皇元服 続く形で配置されようとしていると考えられる。以下、諸本記事の配列を検証してみよう。〈四〉①②③④⑦⑧↓〈四〉は、⑤⑥の高倉天皇元服関連記事を欠くため、徳子入内記事は浮き上がってしまっている（水原一、八四頁。今井正之助三四頁） 。〈闘〉①②③④「嘉応三年正月一日節会・二日淵酔」⑤⑥「四月改元・七月相撲の節」⑦⑧↓〈闘〉が、 「七月相撲の節」で重盛を「小松内府」 （近衛大将であってこ 、この話は映える）と 点（水原一、八四～八五頁） 、 ⑦⑧で、 「入内↓中宮↓女御」 問題がある（史
― 211 ―
















子が入内にあたり法皇の養子となったのは、永久（五年〔一一一七〕十二月十三日）の待賢門院 例によるという。但し、待賢門院の場合は誕生の頃から白河法皇の養女としてかわいがり育てられていた。また鳥羽天皇は白河法皇 御孫である。よって叔母と甥の関係となり両者の婚姻に問題はない。しかし、今度徳 を後白河 養女とすれば、姉弟との結婚となり、忌避すべきこととなろう。 「尤以有
レ忌如































































〈四・南・覚〉同。 〈延・長〉 「建春門院ノ猶子」 （ 〈延〉












































相、あるいは、顔つき」 （四〇五頁） 「かたち」は「姿形、または、顔つき」 （一〇六頁）とされ 。 「貌」は 名義抄〉 「貌 　
カタチ」 （仏
中一〇四） ・ 「カタチ 　
カホ」 （仏下末九） 、 『色葉字類抄』 「形〈カタチ〉
（三字略）貌〈又作
〉 （二七字略）姿〈已上形也〉 」 （カ人事九六ウ六）

























」 （巻三―一一五左） 、 〈延・長〉
「 『加様ニ讃奉テ、セメテノ事ニヤ、末代ニ相応セデ、御命ヤ短ク御坐セムズラム』ト申アヒケルコソ、 イ
忌マハシケレ」 （ 〈延〉巻一―六三オ）



























容貌が優れていたと記す点、 〈闘・延・長〉同。 〈四〉巻三の重盛死去の回想記事では、当該記事を欠く。その点は、前項の注解で引用した〈盛〉巻六末記事でも欠く。 「子息ノ少将」は、嘉応二年（一一七〇）十二月三十日に右近権少将に任官した維盛のこと。維盛の容貌については、 『建礼門院右京大夫集』 、 「ふたへの色こきなほし、さしぬき、若楓のきぬ、そのころのひとへ、つねのことなれど、色ことにみえて、警固の姿、まことに絵物語りいひたてたるやうにうつくしくみえしを、中将、 「あれがやうなるみざまと 身を思はば、いかに命もをしくて、中
く
よしなからむ」などいひて」 （同前一三頁）と、藤





門院右京大夫集』 に確認できる。重盛は子息達にこれらの教育を施し、維盛は笛、付歌、舞などに優れ、その芸を披露している。また、資盛は『箏相承系図』によ 妙音院師長から教えをうけ 由井恭子一〇四頁） 。
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2〈近〉 「ない大じんにて」 、 〈蓬〉 「内
ナイタイシンノ
大臣」 。









を」 、 〈静〉 「太政大臣を」 。













8〈近〉 「也給はんずらんと」とし、 「也」の上から二重線で消し、 右に「なり」
と傍書。
9〈近〉 「御きしよく」 、 〈蓬〉 「御気
キシ
色ヨク











の」とし、 「やう」の右に「さま」を傍書。 〈蓬・静〉 「さま
く
の」 。
13〈近〉 「こもりて」 、 〈蓬〉 「籠
コモツ




そうを」 、 〈蓬〉 「貴
キ僧ソウ













の」 、 〈静〉 「瓦
カハラ
の大明神の」 。





















23〈近〉 「御うら」 、 〈蓬〉 「御占
ウラナイ
」 、 〈静〉 「御占
ウラナヒ
」 。
24〈近〉 「けいとそ」 、 〈蓬〉 「怪
ケ異イ




25〈近〉 「かものかみのやしろに」 、 〈蓬〉 「賀
カ茂モ上社
ヤシロ








27〈近〉 「みむろどの」 、 〈蓬〉 「三
ミ室ムロ
戸トの」 、 〈静〉 「三室
ムロ
戸トの」 。
28〈近〉 「ほうゐんなにかし」 、 〈蓬〉 「法
ホウ
印イン
〈某〉 」 、 〈静〉 「法印〈某〉 」 。
29〈近・蓬・静〉 「こもりて」 。
30〈近〉 「だぎにの」 、 〈蓬〉 「荼
タ吉キ尼ニの」 、 〈静〉 「荼
ダ吉ギ尼ニの」 。
31〈近〉 「みつる」 、 〈蓬〉 「満
マンス





33〈近〉 「いかつち」 、 〈蓬・静〉 「雷
ライ
」 。
34〈近〉 「おちかゝつて」 、 〈蓬〉 「落
ヲチ






37〈近〉 「かろくて」 、 〈蓬〉 「軽
カロ







衣いの」 、 〈蓬〉 「赤
シヤク









44〈近〉 「しらすに」 、 〈蓬〉 「白
シラ











んぞくわうの」 、 〈蓬〉 「斑
ハンソクワウ





50〈近〉 「かんゑんかしうは」 。なお、 〈静〉は片仮名表記で「カムエ
ムカシウは」 。
51〈近〉 「いかつちに」 、 〈蓬・静〉 「雷
ライ
に」 。














55〈近〉 「たゝのすゑみちは」 、 〈蓬〉 「日
テルタ丶スヘミチ
唯季通は」 。








57〈近〉 「よこしまの」 、 〈蓬〉 「横
ヨコ








八―七二頁参照） ここで「内大臣左大将」とする点、 〈四・闘・延・南・屋・覚・中〉同、但し、 〈四〉の異本静嘉堂文庫本と〈長〉は左大将を右大将と誤記する。師長が、内大臣左 将であった期間は、師長が内大臣になった安元元年（一一七五）十一月二十八日から、太政大臣になった安元三年（一一七七）三月五日の前までのこと。従って本来ならば「其時」は、この期間を意味 なければならない。文脈的に接続する前段末の相撲の節会が、正しくは承安四年（一一七四）七月なので、本来ならばこの接続にさほどの問題 無いはず あるのだが、『平家物語』諸本が相撲の節会を承安元年（一一七一）七月としているため、内容に大きな矛盾をはらむ とになっている。記事 接続の上では、左大将を辞した師長 後を巡って実定や兼雅・師家・成親等が争ったが 相撲の節の折に勇姿を見せた右大将重盛が任官する とになるという形で続くことを意図したのであろう。しかし、師長の左大将辞任が安元三年（一一七七）一月二十四日である め、六 余りの空白が生じてしまうことになる。その点は、多く 諸本でも同様だが、 〈南〉は、当該記事の前 、 「安元二年七月十七日 新院失セサセ給キ。御歳僅ニ十三、其後六条院トゾ申ケル。其比、妙音院入道 政大臣師長…」 （上―九一頁）としていて、 「其比」とは、六条院の亡くなった安元二年（一一七六）七月頃の を指すことと り問題 ない。その点、 〈闘・盛・屋・覚・中〉は、 「其比」 「其時」が 嘉応三
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〈長〉 は⑪を欠くが、それ以外の構成は〈延〉 にほぼ一致する。しかし、その本文には改編の跡が著しい。 〈長〉 は、 ③で 「其時」 の語を欠くが、①②の嘉応二年末の頃 出来事と解して良かろう。また、師長が右大将を辞任しようとする理由として、 清盛の振舞が年を経て過分となり、「重盛を大将になしたるうへ、次男宗盛を大将になさんと心にかけて其闕を伺ふよし、聞せ給ける。おりふし松殿、かく事にあひ給につけても、一定、大将はがれなんずとおぼしめ て」 （
1―六二頁）と、
独自の理解を示している。あわせて当該記事を、 前の殿下乗合記事と、この後の重盛宗盛兄弟の左右大将独占記事へと結びつける形に改変する。以下は〈延〉本文で検証する。これまで⑧～⑩の三院崩御記事と続く⑪の記事が、時間の流れから見てもおかしく、前後 白山事件を分断する形で入り込んでいること、 〈長〉が⑪を欠くこ から ⑧～⑪を増補と考えたり（武久堅二九二～二九四頁） 、三十二話よりも前の白山事件記事が御輿振の関連で増補された（房野水絵 二頁） 考えられたりした。これに対して 佐伯真一は 師長の左大将辞任記事の前に三院崩御記事があったので ないかとの水原一の論（八三～八四頁）を援用し、さらに⑪の記事が、 〈四〉 巻五、都帰 記事の後に、 〈延〉とほぼ同文の形で存在することから、 〈延〉 ⑪が独自増補ではないこと、 〈長〉が⑪を欠く は文脈から浮き上がっ ための後改であること、 〈四〉は問題 あ ⑧～⑩を切り捨て⑪は巻五に転用したことを論証した。 〈四〉本文の指摘によ 、基本的にはそうした考えで間違いなかろう。しかし、以上 問題は完全に解決された





































かなっていること。特に裁判で勝訴するに足る法的根拠をもつこと」（ 〈日国大〉 ） 。 〈延・長〉 同、 〈南・覚・中〉 「
其仁にあたり給ふ由聞ゆ」 （ 〈覚〉
上―四三頁） 、 〈屋〉 「其巡
シユン
ニ当リ給ヘル由聞ユ」 （五四頁） 。実定こそ、































②③では、 実定と兼雅の名前を挙げ、 師家の名は記さない。 〈盛〉 を含め、他諸本の掲出状況を表にすれば次のようになる。以上からしても、 〈盛〉の①には②③ 記事に見るように、 「兼雅」の名はあるべきだろう。 四・闘・延・長〉も、同様に不整合の形を示している。その点①②③の記事総てを「実定・兼雅」で整合させている〈南・屋・覚・中〉は、
こうした不整合本文を改変したのであろう。
兼雅について 、 〈盛全釈〉 「花山院左大臣兼雅ノ御台盤所ニ成給ヘリ」の注解（五―四頁）を参照。藤原兼雅は、花山院家の嫡流で 家格的には問題はないが上席に藤原隆季・藤原実房等がいて、これを超越するにはなんらかの特別な背景が必要になる。また、 〈補任〉 （
1―














り、大臣への登竜門的なポストでもあった。美濃部重克②は、 「後白河院の強引な人事 って 自分がそのポストに就くのも夢ではないと考えて、猟官のため さまざまな行為をした可能性はあり得たわけである」 （二八頁）とするが、曽我良成は、 「諸大夫」の家格である成親の一族は近衛の少将に任じられることすら「僭上之甚」 （ 『台記』康治三年二月八日条）とうけとられたのであり、近衛の大将などとはとんでもない話であり、当時の貴族社会のどの要素をとってみても、成親が大将に る条件は見当たらない（二六頁）とする（他に、元木泰雄①一四四～一四五頁、元木泰雄②一〇六頁） 。同様の事情 同じく諸大夫であった藤原信頼が、 「家にたえてひさしき大臣 大将ぞみをかけて」 （新大系一四七頁） 「信頼などが身をもつ 大将をけがさば、いよ
く
おごりをきはめて、謀逆の臣となり、天のために滅さ






























































が八幡宮を勧請し鎮護国家を祈ったのが起源。勧請以前にあった石清水寺は護国寺と改められたが、 「実際には八幡宮と護国寺は不二一体の宮寺であった」 （ 『国史大事典』 ） 。 「同宮は当初神主も置かれず（神主設置は創建十数年後） 、僧侶が中心とな て経営されており、神社と寺院が融合した特殊な存在であっ 」 （伊藤聡五五頁） 八幡大菩薩と称されていたように、菩薩号を授けられた他の神に先駆けて「八幡神は早くから仏教側の関心を引いていた」のであり、 「江戸時代に至るまで、その運営の頂点は検校・別当 呼ばれる僧官であった」 （岡田荘司編『日本神道史』二八六頁） 。 お、石清水八幡宮に僧侶が籠もり祈請するこ は、 『八幡愚童訓・甲』下「廿六日ノ初夜ノ時ヨリ、南都北京ノ持戒ノ律僧七百余人、当社ノ宝前ニシテ尊勝陀羅尼アリ。…七日七夜不
レ怠、 一向一心ニ被









「高良」の表記、 〈長〉同、 〈四・南〉 「香良」 、 〈闘〉
「河原」 、 〈延〉 「瓦」 、 〈覚〉 「甲良」 、 〈中〉 「かうら」 。 〈屋〉は、 「若宮ノ御前ニテ」とする。高良神社は、 「摂社の一で、男山東北麓、一鳥居内頓宮の西南にある。…社名は、貞観三年（八六一）の行教夢記に「川原神」とみえ（宮寺縁事抄） 男山考古録」は古記に「瓦社」とも記しまた「カハラ神社」と称した する。同書は放生会の放魚式が行われた放生川のそばの山裾の小高い所に座したので、河原社と称




くいあひてぞ死 ける」 （上―四三頁）とする他は、 〈
四・闘・延・長・











































〈四〉 「別当」 、 〈闘・長〉 「別当浄清」 、 〈延〉 「別当清浄」 、
















一と」 （三四右） 、 〈延・長〉 「天子大臣ノ
御慎ニ非ズ、臣下ノ御慎」 （ 〈延〉六二オ） 。 〈盛〉 〈四〉の「恠」のような本文から「怪異」としたか。 〈四・延・長・盛〉は 天子・大臣の慎みと臣下の慎みとに分けるのに対 、 〈闘・南・屋・覚・中〉は、「君の御つゝしみにあらず、 臣下のつゝしみ」 （ 〈覚〉上―四四頁）と、君の慎みと臣下の みとに二分する。小林美和は、 『平家物語』では、
― 197 ―


























































不明（ 〈延全注釈〉巻一―三五二頁） 。また、 『大鏡』巻四（旧大系一六八頁）や『今昔物語集』巻 十一第二十六話に見える「打臥ノ御子ト云フ巫女」に「賀茂ノ若宮ノ託セ給フ」とある「賀茂の若宮」については、 『梁塵秘抄 二四二番「神の家の小公達は … には片岡」 （新大系七一頁）とある上賀茂社の摂社である片岡社のことと考えられている。この後、宝殿 賀茂神の怒りを示す雷が落ちたとすることからすれば、賀茂別雷大神が祭神とされる上賀茂 若宮考えるべきか。 　
〇三室戸の法印某
　
〈延・長〉 同。 「法印某」 は未詳。
宇治市にあ 三室戸寺は、天台宗寺門派の寺院として、平安時代には王朝貴族の崇敬を受けると共に、本尊の金銅仏千手観世音菩薩の霊験が世に聞こえ、観音信仰の聖地として人々 崇敬を受けていた。平安後期ともなると、霊験あ たかな観音の霊場が世間 広く喧伝され、霊場（札所）を巡拝し、参籠祈願を行なう巡礼の風習が広まった。初期の西国三十三所巡礼では 三室戸寺が巡拝の最後となっている。こうして中世の三室戸寺は、これまでの貴族の寺から、修験と西国巡礼の聖地として、観音信仰 中に蘇った（藤井学・守屋茂一三七～一三九頁） 。なお、 〈四・延・長・盛〉には、怨霊と化した頼豪が、敦文親王を取り殺そうとしたため、頼豪の霊をなだめ べく「智証ノ門徒一乗寺・三室戸ナド云貴僧」 （ 〈盛〉
2―一〇二頁）




屋・中〉 「外法」 、 〈南〉 「大法秘法」 荼吉尼天については 〈盛〉巻
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へニ宿リテ、其人ヲ守リ玉ヘリ」 （酒井憲二、 二〇八頁） 、 『教訓抄』




五三七頁） 、 ③巻十八 「孝謙帝愛道鏡」 に 雲ノ中ニ衣冠ノ俗アリテ云、神ハ不禀非礼、 必守正直者。我ハ是宇佐八幡大菩薩也」 （
3―一〇一頁）
とある。①②では 清盛の振舞もまた神に受け入れられないものであ

















































たその七日目のこととする。 『三国伝記』 「賀茂ノ明神ニ 日参籠シテ、毎日一万巻ノ心経ヲ誦シテ法楽シ、下向
シケルニ」 （中世の文学下―









人来て、 成親を社頭の白砂に引き落とす趣向は 盛〉の独自異文。 「赤衣の官人」については、赤衣姿で描かれることの多い冥途の冥官が想起される（ 〈四全釈〉巻十―三七頁）他、 「赤狩衣、白衣、布袴をきて、白杖を持っていた」 （新訂『官職要解』一五三頁）とされる罪人を追捕するの 職とした看督長のイメージ 重なろう（ 〈校注 〉六―一九頁。頭注七） 。さらに、 〈盛〉巻十七「源中納言夢」で 、 「赤衣ノ官人」 、 「西坂本ノ赤山大明神」 （三 四五 して描く。赤山明神は、佐々木進によ ば、当初は慈覚大師の守護神として登場したのだが、その後三井寺の戒壇問題もからみ、山門全体の護法神となっ という。 護法神としての性格が強められた結果、赤山明 はそれまでの把笏する姿から、弓箭を執る姿 変容することになるが、遺品の上 弓箭を執 ようになるのは南北朝時代まで待
― 193 ―
たなければならないという（一四頁） 。ただし辻本恭子①は、天暦三年（九四九）の奥書の『赤山霊神縁起』に「奉献弓箭」とあり、鎌倉期の「山王垂迹曼荼羅」にも 衣・弓矢の描かれ ものがあることを指摘する（一四八頁） 。延暦寺山内寺院蔵「日吉山王垂迹神曼荼羅図」（鎌倉時代、 図録『神仏います近江』 〔二〇一一、 大津市歴史博物館他〕三三六頁）などのことを指すか。また、辻本恭子②は、 〈盛〉には、比叡山の威力を顕示するために、赤山明神伝承が意図的に取り込まれているという（一四～一五頁） 。とすれば、 〈盛〉のこ 独自記事 も赤山明神のイメージを重ねて読むことも可能であろうが、ここで赤山明神を積極的に持ち出す必要はないとも考えられる。次項参照。 　〇大納言ノ左右ノ手ヲ引張、社頭ノ白砂ニ引落ス
　
〈盛〉巻五「成親
以下被召捕」の、鹿谷の変で、清盛に呼び出された成親が、尋問を受ける折の記事を思い起こさせる。 「中門 外ニ恐シゲナル者二人立向テ、大納言ノ左右ノ手ヲ取、天ニモ揚ズ、地ニモツケズ、引持テユキ、モトヾリヲ取テ打臥ケル儘ニ」 （
1―三二八～三二九頁） 。あるいは、





































物集』 『曽我物語』等に取られている。 『三国伝記』 （巻二―七）によれば、次のような話。自分 背いた一千の王を捕らえ山神に捧げようとした班足王は、九百九十九人の王を捕らえ、一千人目の王として普明王を捕らえた。普明王の歎きが殊更に深いのを怪しんだ班足 は、普明王がある沙門と交わした供養が遂げられな ことであることを知ると、普明王を一旦返した。其後戻ってきた普明王が死に臨んでも喜んでいるのは、沙門から法を聞いたからであると知ると、班足 はその法文を所望した。その法文を聞いた班足王は、邪見を改め 、千王を本国へ返したという 〈延〉 巻十二 「二十五 　
法皇小原ヘ御幸成ル事」













紀一が紹介する『年代記配合抄』 （広本。内閣文庫本）に、 「田村丸ノ父ハ天竺平沙羅国ニ星ノ御門、日本ヘ流伝御時、越前国ニテ悪女ト云女ニ不浅一度ノ契ヲ結玉フ 故ニ悪女申腹 四十月宿リ玉フ、従三位号
二坂上ノ田村丸将軍
一ト」 （五六頁） とある。関連は不明だが、広本の 『年

















探るべしとする。字義どおりに取れば、これらの両説は、 〈盛〉編者による創作ではないということになろう。こうした話を聞くが、その真偽を探 べきと言うのである。こうした別記文における〈盛〉編者の姿勢は、 〈盛〉巻四十四「三種宝剣」の終わりに付された別記文に






















＊佐伯真一「延慶本『平家物語』の〈編集錯誤〉について―第一本・三院崩御記 を中心に―」 （ 『延慶 平家物語考証三』新典社一九九四
・
5）





















＊玉井力「 『院政』支配と貴族官人層」 （ 『日本の社会史』第三巻一九八七・
9。 『平安時代の貴族と天皇』岩波書店二〇〇〇・
11再録）













＊早川厚一②「 『平治物語』成立論 検証 『平家物語』との関係について―」 （名古屋学院大学論集 言語・文化篇）一八―
1、二〇〇六・
10）

















＊美濃部重克②「 平家物語』の構成―鹿谷のプロットの発端の時期 」 （南 国文論集一五、一九九一・
3）

























































































































































2〈近〉 「しつていのきやうも」 、 〈蓬〉 「実
サネサタキヤウ













6〈近〉 「こまつの大なこん」 、 〈蓬〉 「小
コ松マツ
内大臣」とし、 「内大臣」の右に「大納言」
を小書にて傍記、 〈静〉 「小松内大臣」 。
7〈近〉 「おとうとの」 、 〈蓬・静〉 「弟
ヲト丶
の」 。







10〈近〉 「しつていは」 、 〈蓬〉 「実
サネ
定サタ







13〈近〉 「さうに」 、 〈蓬〉 「左





15〈近〉 「こえられ給ひてこそ」 、 〈蓬・静〉 「こ
され給てこそ」 。
16〈近・蓬・静〉 「程に」 。











き」 、 〈静〉 「怖
ヲソロシ
き」 。
20〈近〉 「おこつて」 、 〈蓬・静〉 「おこりて」 。





22〈近〉 「こゑられんは」 、 〈蓬・
静〉 「こされんは」 。
23〈近〉 「こえられた まつらんは」 、 〈蓬・静〉 「こされ奉らんは」 。










但し、師長が左大将を辞した時点では、実定は一の大納言ではなく、散位であった。前段注解「後徳大寺実定卿」参照。なお、 「一二ノ大納言」 とは 一、二番目に位置する筆頭格の大納言の意とも解しうる。〈盛〉 「入道ノ内ニハ競コソ一二ノ者ヨ」 （
2―三六六頁） 。しかし、こ



















































31〈近〉 「とし」 、 〈蓬・静〉 「年も」 。












37〈近〉 「いりかはり」 、 〈蓬〉 「入替
カハリ
」 、 〈静〉 「入替
カハリ
」 。




















程」まで 〈延・長・南・屋・覚・中 ほぼ同。 〈延〉 「中ニモ徳大寺一大納言ニテ、才覚優 シ、家重代ニテ被越
一給シコソ不便ナリシカ。
『定テ御出家ナドヤ有ラムズラム』ト世人申アヒケレドモ」 （巻一―六四オ） 。後徳大寺の呼称は、祖父実能が徳大寺左大臣と呼ばれたことに対し、実定は後徳大寺左大臣とも称された。なお、この時、実定は一の大納言ではなく、散位であった。実定が、権大納言を辞して従二位から正二位に叙任したのは、長寛三年（一一六五）八月十七日のこと。辞任の理由については 『古今著聞集』巻第 「二〇 　
後徳










従三位を経て、摂関家の子弟なみに参議を経ず権中納言に直任されている（佐伯智広四三頁、中村文四三頁） 。しかし、そのような良好な関係に亀裂が入り始めたのが、応保元年（一一六一）十二月の藤原実能の女育子（入内以前から藤原忠通の養女となり、入内の際には忠通の子基実の猶 になっていた）の二条天皇への入内であった。この育子入内により、後白河外戚とし 院政派の中核であった徳大寺家は、親政派に転じ、永万元年 一一六五）には徳大寺家家司壱岐致遠の女所生の六条天皇が 育子の養子として即位している（佐伯智広四九～五六頁） 。こうした後白河院と二条天皇・六条天皇と 確執 中、永万元年（一一六五）七月に二条が死去した。二条天皇は死 直前に六条天皇に譲位、摂 藤原基実・右大臣藤原経宗・権大納言藤原実定・権中納言平清盛らが支える政治体制がしばらく維持されるが、翌仁安元年（一一六六）に摂政基実が死去すると二条―六条体制は完全に崩壊し、後白河院政が確立する（佐伯智広五九頁） 。実定は、 崩御の直後というこの微妙な時期に権大納言を辞任して 。そし 空席となった権大納言に就任したのが平清盛であっ 。 「大納言は大臣同じく重要な儀式・行事の上卿（天皇の裁可を経た主催の公卿）を務める」 （高橋昌明①六〇頁） 。五味文彦は、摂政基実 執政を務める中での清盛の大納言就任は 二条 死と幼い 条天皇の存在が政治 不安をもたらし、社会に動揺をあたえ、朝廷を武力 よって守護する武家という存在が必要 され からであり 清盛 昇進させるために実定が大納言を辞退して二位に叙せられたと指摘する 一七〇～一七二頁） 。川合康も、 「清盛が権大納言に昇進した も、摂政基実と清盛との親密な関係を前提とするも であった」 指摘する（一九頁） 。こ





「才覚」 は 「才学」 とも。 〈日国大〉 「才知と学問。学問。学識」 。 『源







次のように指摘している。 「実定は音楽・詩歌に秀でていた。音楽面では、 『神楽血脈』によれば、神楽を多好方から伝授され 、神楽の本拍子をとっている （ 『兵範記』 仁安元年十一月十七日） 。学才もあり、日記を多く所蔵し、 とくに 花薗左大臣記』八十余巻と『四条戸部記』百余巻と 秘蔵し、その他にも「漢家本朝之本書、抄物、其数及
二ブ万
余巻
一ニ」 というほどの蔵書家であった （ 『玉葉』 承安二年閏十二月八日） 。












































































































































とすれば、当該句を注記するのが本来の形か。 「目渡」は、 〈近・蓬・静〉 もに「まのあたり」 （校異





」 、 〈延〉 「親リ」 、 〈南〉 「親
マノアタリ見シ
シ」 。 「まのあたり」は、古辞書に
おいては〈名義抄〉 「親」 ・ 「面」 ・ 「
従」 、文明本『節用集』 「眼前」 、




中〉同、 〈延〉 「其子ニテ」 （巻一―六六ウ） 。 〈尊卑〉によれば、成親の兄には、異腹の隆季・家明がいる他、同腹の弟に、家教や盛頼（前

















































































































1〈近〉 「しつてい」 、 〈蓬〉 「実
サネ
定サタ










3〈近〉 「こえられて」 、 〈蓬・
静〉 「こされて」 。













11〈近〉 「しつていは」 、 〈蓬〉 「実
サネ
定サタ






















の三男として生まれる。父顕隆は勧修寺流葉室家の祖 な 人物で、白河院晩年の第一の近臣として権勢を振った。母は右大臣源顕房女。顕長は、最初は頼教 名乗り、次いで顕教、顕長と改める。室に中納言藤原俊忠女がおり、権中納言長方・建春門院（平滋子）女房堀河を儲ける。 『たまきはる』 「堀川殿 　
顕長の中納言の女。長方おなじ
腹」 （新大系二五八頁） 。保安四年 （一一二三） 叙爵。保元三年 （一一五八）四月蔵人頭、同八月参議となり、長寛二年（一 六四）正月の除目で




半ニ吹…」 、 顕長「世中ニ…」は、 『新古今和歌集』雑歌上一五七三番、一五七四番歌として収められたもので、 「山里に住み侍けるころ、嵐はげしき朝、 前中納言 がもとにつか ける」 （新大系四五九頁）と詞書に記され 〈盛〉本文が、これに近似 ていること 気付こう。また、 実定の家集『林下集』では、 詞書は「なが月のつごもりごろに、にわじにすみしころ、あらしのい くふきしあし に中納言あきながのもとへ申しおくりたりし」 （ 『新編国歌大観』第三巻―五六三頁）となっており、実定が籠居 ていた「山ざと」が「にわじ（仁和寺） 」付近であったことが知られる。なお 『林下集』の当該歌 続く歌の詞書には、 「 なじころ右馬権頭隆信 俊恵法師、敦頼なんどいざひてまうできて、よもすがらうたよみあそびてかへりにしつぎのひは九月つごもりにてはべりしかば、申しおく 　
君にあひてなごりを
をしむけふしまたしばしとまらであきもいぬめ 」 （同前五六三頁）とある。同歌の が、 『隆信集』 では、 「九月廿九日、 後徳大寺左 臣、大納言ときこえし時、 徳大寺におはせしに まかり たいめん給ひよもすがらあそびてかへりしつぎの日、かれより 　
君にあひて名残を
















のなのでしょうか」の意。 『新古今和歌集』雑歌上一五七三番歌。 『新古今和歌集』の詞書には、 「前中納言顕長」とあり、とすれば、この歌は、顕長が権中納言を辞した仁安元年（一一六六）八月以降に詠まれたことになる。しかし、顕長は、翌年十月には薨じているので、実定が歌を送ったのは仁安元年秋また 同二年秋の頃ということになる。顕長よりも一年早い永万元年八月に権大納言を辞して徳大寺 籠居していた実定が、同じく官を辞しながらも八条堀河に暮 続ける岳父顕長に送っ ということになる。 かし、 『林下集』に、 「中納言あきなが」とあることに着目した中村文①は 返歌が出離の願望を示すものであるとし、一連の贈答は、顕長辞任の前年の永万元年（一一六五）九月に交わされた可能性が高いとする（三七頁） 。前々項の注解参照のこと。なお、実定は仁安元年正月に皇后宮大夫（後白河院皇后忻子。平治元年二月 立后）に任じられており（ 〈補 〉
1―





















































間にはじまった激しい駆け引きがあり、これが清盛の優位のうちに決着したのが宗盛の右大将就任であったとする（一六六～一七七頁） 。これに対して曽我良成は、 『玉葉』 安元三年正月二十三日条の記述から、事の発端となった師長の太政大臣就任が「後白河上皇が「丞相・将軍」の二つ 地位を必要としてい 」 （一三頁）ための措置であることが明らかであり、事実としては「この一連の人事は後白河上皇の意図によるものとみるべきであろう」 （一五頁）と指摘する。





































































































































































1〈近〉 「しつていのきやうは」 、 〈蓬〉 「実
サネサタノキヤウ























7〈近〉 「おほせられあはされけり」 とし、 「られ」 に見せ消ち。




を」 、 〈静〉 「近守を」 。



















「このかた」 、 〈静〉 「此かた 。




















は」 、 〈静〉 「例
タメシ
は」 。
23〈近〉 「おほかりけり」 、 〈蓬〉 「多
ヲ丶








26〈近〉 「つりを」 、 〈蓬〉 「釣
ツリ
を」 。



















とし、 「か」の右に む を傍記。
33〈蓬〉 「御事」なし。
34〈近〉 「わがまゝの」 、 〈蓬〉 「我
カ
意イ









37〈近〉 「とつて」 、 〈蓬・静〉 「取
トリ
て」 。
38〈近〉 「あがめたてまつつて」 、 〈蓬〉 「あかめたてま




39〈近〉 「まいねん」 、 〈蓬〉 「毎
マイ
年ネン









か」 、 〈静〉 「近守か」 。
43〈近〉 「しるべし」とし、 「る」に補入符あり。右に「か」を小書。





任を祈願するため厳島参詣を企てるという逸話は〈四・延・長・南・覚・中〉に共通（ 〈闘・屋〉は欠く） 。ただし、 『古今著聞集』によれば、実定による厳島参詣が行われたのは治承三年 （一一七九） 四月であり、









できる。なお『玉葉』および『山槐記』の同二十六日条には、前年の中宮安産の御礼の奉幣使が、実房を上卿に平重衡を使として二十七日に派遣される旨が記されており 定他の公卿はこれ 追うように参詣したものらしい。 「同人成大将」の注解「其後ヤガテ、重盛ノ左ニ御座ケルヲ辞申テ右ニウツシ、実定卿ヲ挙申テ奉成左大将」参照。 　○佐藤兵衛尉近宗
　
〈四〉 「有諸大夫」 （三八左） 、 〈延〉 「源蔵人大夫資基」





重ねて意味を強めた語） はなはだ賢い。 し かりしてい 。 気転が利く」
〈角川古語大辞典〉 。女や子供、あるいは侍者の内、利発な者について言う。 「奴は合戦に置ては、 以外さか
く
しき者にて候」 （ 『保元物語』
金刀比羅本、旧大系九二頁） 。 「因幡ノ先使国久丸ト申ケル男、下臈ナリケレドモ、 サカ
く












也」まで、冒頭以来しばしば繰り返されてきた平家の出自認識が、ここでも実定の言葉として繰り返される。 「其御子高望王ノ時、寛平元年五月十二日ニ始テ平姓ヲ賜テ、上総介ニ成給シヨリ以来、忽ニ王氏ヲ出テ、 人臣ニ連ル。 其子鎮守府将軍良望、後ニハ常陸大丞国香ト改。国香ヨリ貞盛、経衡、正度、正衡、正盛ニ至マデ六代ハ、諸国ノ受領タリトイヘ共、未殿上ノ仙藉ヲバユリズ」 （ 〈盛〉
1―八頁） 。 「忠盛ハ






























に太政大臣に昇任できたことについて、元木泰雄は、 「本来院近臣家出身でしかない清盛が、容易に太政大臣まで登り詰めることができた原因は、皇胤とする以外に、説明がつかない」として、 「貴族社会に俗説として人口に膾炙していた彼の皇胤説は、朝廷から公認されたことになる」 （八〇頁）と指摘する。また、 「大将就任によって大臣も確実 なり、 重盛は清盛の築いた家格を継承することになった」「この時、平氏は大将家となる家格を獲得していた」 （一〇六頁）と



























































 「閑林出家ト誓タ 十八歳ニシテ入道シテ、 再在家ニ帰ラズ、更ニ人ニ諂事ナシ。猶山林流浪 行人也」 （
3―一四四頁） 。
⑥
 「当国ノ目代ヨリ始テ、上下男女帰依ノ思 成ケレドモ 惣テ諂フ心ナシ。真実ノ道心者也トゾ見エタリケル」 （
3―一五四頁） 。
































































































































































王戎の七人。竹林寺という場所があったわけではないが、 〈盛〉には、他に「晉ノ 賢ノ籠ケン竹林寺ノ菴ノ中、漢四皓ノ住ヒケン商山洞ノ窓ノ前、 カクヤト思知レタリ」 （
5―五五二頁。 〈長・南〉も「竹林寺」
とする）とある他、 『和漢朗詠注』にも「竹林寺」 （ 『和漢朗詠集古注釈集成』二上―一九一頁）とある。 「竹林七賢」の語は、 『晋書』巻四十九、列伝代十九「
康」に見られる。魏の末期から西晋の初期





































































































ト云フハ龍王ノムスメナリト申ツタヘタリ」 （旧大系二六五頁） とあり、『平家物語』にも、 〈盛〉 「御垂跡者、 天照太神之孫、 娑竭羅龍王之娘也」（巻十三「入道信同社并垂迹」
2―三〇一頁） 、 〈覚〉 「是はよな、娑羯
羅竜王の第三の姫宮、胎蔵界の垂跡也」 （巻二「卒都婆流」新大系上―一二九頁）とある他、 『醍醐寺新要録』第 山上清滝宮篇神秘類厳島明神託宣事」 （京都府教育委員会刊一九五一・
3。八九頁）に







































としており、 「本地仏は内々は大日だが、実際には貴女（十一面観音）として現れると解釈できる」 （梶谷亮治二五六頁） と指摘される。なお、『梁塵秘抄』巻二には、 「関より西なる軍神、一品中山安芸なる厳島、備中なる吉備津宮、播磨に広峰惣三所、淡路の石屋には住吉西の宮」（新大系七二頁）と謡われており、平安末期には西国の軍神として知られていたらしい。仁安三年（一一六八）十一月に作成された「神主佐伯景弘解」によれば、創建は推古天皇元年（五九三）であり、佐伯鞍くら
職もと
の子孫が代々神職を務めてきたとされるが、この人物については








ハヤ船ツクリテ月マウデヲ福原ヨリハジメテ祈リケル 六十日バカリノ後御懐姙トキコヱ 、治承二年十一月十一日六波羅ニテ皇子誕生思ヒノ如クアリテ、思サマニ入道、帝ノ外祖ニナリニケリ」 （旧大系二四三～二四四頁）と、清盛の厳島信仰 安徳天皇誕生と 関係づけ











（神道大系神社編『厳島』三頁）と、ある沙門の勧めによって厳島信心を始めた旨 記されている。願文の僧と大師示現の逸話との関係は不明であるが、あるいは願文に書かれているような事実があり、これが脚色されて「大塔建立」説話が生み出されたものか。清盛による厳島参詣の記録上の初出は、 『山槐記』永暦元年（一一六〇）八月 日条の「太宰大弐清盛卿下
二向安芸伊津久島
一、之年来之宿願云々」であ

























































田楽や舞楽を舞ったという。また、 『梁塵秘抄口伝集 巻第十には、 「安芸の厳島へ、建春門院に相具して参る事ありき…その国 内侍二人、



























言葉の中に、こうあるのは〈盛〉のみ。 〈延・長・南・覚〉は、参詣した際に内侍たちに引き出物を与え、帰洛に際しては名残を惜しんでみせて、主立った者数人を都まで連れてくるよう計らえば 彼女たちは清盛のもとへ挨拶に行くであろう する。 「大将ノ御祈祷ノ為ニ御参籠渡ラセ給ハヾ、其神子ヲバ ト申候 多参テ候ハヾ、種々 御引出物タビテ、
サセオハシマセ。サテ御下向アラバ、定テ内侍共御

































































































＊中原後章「 「侍」考」 （ヒストリア八三、 一九七九・
6）







































































































































































































2〈近〉 「あけぼの」 、 〈蓬・静〉 「あさほらけ」 。
3〈近・蓬〉 「よもの」 。





5〈近〉 「とをうして」 、 〈蓬〉 「遠
トヲシ




のうらをぞ」 、 〈蓬〉 「すまの浦
ウラ
をそ」 、 〈静〉 「須广の浦をそ」 。






10〈近〉 「なりぬん」 、 〈蓬〉 「成らん」 。
11〈近〉 ここから下句であるが、 二字下げにせず通常行に記す。
12〈蓬〉 「うら風と」 、 〈静〉 「浦
なみ」 とし、 右下に 「風歟ト」 と小書あり。
13〈近〉 「けんしのちうじやう」 、 〈蓬〉 「源
ケン
氏シの中将の」 、 〈静〉 「源氏の中将の」 。
14〈近〉 「うつり給ひし」 、 〈蓬〉
「通
カヨ
ひ給し」 、 〈静〉 「かよひ給し」 。




























29〈近〉 「ひき手の」とし、 「き」に見せ消ち、 右に「く」を傍記。
30〈近〉 「なはの」 。
31〈近〉 「おもひ出られけり」 、 〈蓬・静〉 「思ひ出されけり」 。
32〈近〉 「げんじの大しやう」 、 〈蓬〉 「源
ケン
氏シノ
大将の」 、 〈静〉 「源氏大将の」 。






のこす」 、 〈蓬〉 「覚
召残す」 、 〈静〉 「思食のこす」 。
35〈近〉 「なつこだちに」 。
36〈蓬・静〉 「四月二日には」 。
37〈近〉 「まいつて」 、 〈蓬〉 「参りて」 、 〈静〉 「まいりて」 。










「いくはくめくるかは」 、 〈蓬〉 「いくかへりかは」 、 〈静〉 「いくめくりかは」 。










45〈近〉 「あとをたれ」 、 〈蓬〉 「垂
スイ
跡シャク













50〈近〉 「ぐわんまうも」 、 〈蓬〉 「願
クワン
望マウも」 、 〈静〉 「願
クハン
望ハウも」 。





















での道行記事の内、 「懸ラマシカバ中々ニト…」から「角テ日数フル程ニ」までは、 〈盛〉の独自本文。先述のように、実際に実定が厳島に向けて都を出立したのは、治承三年（一一七九）三月二十九日のことであった。 〈盛〉がいかなる理由で「三月ノ中ノ三日」という日付を設定したのかは不明。岡田三津子は、実定厳島参詣関連記事が、 『源氏物語』 「須磨」 「 石」 の両巻の枠組みを借りて構成されていること、道行記事に加えて、厳島における実定と内侍たちとの管弦、有子との恋物語などが、 「明石」における光源氏と明石 上の物語を投影させて構成されているこ に着目、三月十三日も、源氏が須磨から明石へと移った日付を意識したの はないかと指摘する（四八五～四八八頁） 。他に出立の日付を明記するのは〈南〉 〈南〉では氏神 ある春




















うな事情で下向するのでなければさぞや今とは異なった風情があったであろうにとお思いになったに違いない の意か。 「遠ザカリ行悲サニ」を受けての表現。ただ 、実定の場合は単に厳島に参詣 向かっているだけなので、この感慨はいささか不似 いな物になっている。この点について岡田三津子は、須磨・明石の地で実定が回想したのが光源氏の行動であったこと 「中
く
に様変わる」が、 『須磨の巻』にお
いて光源氏が須磨の景物に感興を覚える様を描いた表現として理解されて たことなどを理由に、 「 かゝらましかは中
く
にと思食けん」




い波は遠く雲に連なっ 千里の果てまでもつづい いる の意。 「蒼波路遠雲千里 　
白霧山深鳥一声」 （ 『和漢朗詠集』下・行旅六四六、橘
直幹。旧大系二一六頁） 。も は琵琶湖の光景 詠んだ句。 『和漢朗詠集永済注』 「此詩ハ、橘直幹、近江ノ石山寺ニマウテヽ、ツクレル也。上句ハ、ミツウミチカキトコロナレハ、湖上ノ暁望雲遥ナル意也。下句ハ、キリフカキ山路ニ、トリノコヱ カスカニキコユル意也」 （ 『和漢朗詠集古注釈集成』
3―二七〇頁） 。同句を奝然上人が入唐した際
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平安時代前期の公卿。平城天皇の皇子阿保親王の子。母は桓武天皇皇女の伊登内親王。天長三年（八二六）弟業平らとともに在原朝臣の姓を賜る。承和七年（八四〇）蔵人、翌年従五位下。以後主として武官を歴任して、貞観十二年（八七〇）参議、同十 年大宰権帥、翌年従三位、元慶六年（八八二）中納言となり、仁和三年（八八七）致仕寛平五年七月十九日没す。七十六歳。 『古今和歌集』雑歌 九六二番歌 「わくらばに問人あらば須磨の浦にもしほたれつゝ侘ぶとこたへよ」の詞書に、 「田村の御時に 事に当りて、津国の須磨と言ふ所に籠り侍けるに、宮のうちに侍ける人に、遣はしける」 （新大系二八八頁）とあり、文徳天皇 とき須磨に何らかの事件に関わって蟄居を余儀なくされことが知られる。ただし、事件についての記録は正史になく詳細は不明。 『源氏物語』にも、 行平の須磨隠栖のことは、 「かの須磨は、むかしこそ人の住みかなどもありけれ」 （新大系
2―四頁） 、 「おはす








次に引く『源氏物語』の引く行平詠によ と考えれば、 「浦波」が〈盛〉本来の本文とも考えられるが、この後の五節の君との和歌贈答記事との関連からは、 「浦風」が、 〈盛〉本来 本文と考えら る。この後の注解「彼浦風、琴ノ音ヲサソヒケルヲ聞テ」参照） 。なお、 『源氏物語』 「須磨」の本文中では、 「須磨にはいとゞ心づくしの秋風に、海はすこしとをけれど、行平の中納言の、関吹き越ゆると言ひけん浦波、よる
く
はげにいと近く聞こえて、またなくあはれなるものは、かゝ













けしきもことにすごくながめ給て 琴を弾きすさび給ひて、良清に歌うたはせ、大輔横笛吹きて遊び給。心とゞめてあはれなる手など弾きたまへるに、ことものの声どもはや て 涙を拭ひ へり」 （新 系
2―三八頁。傍線部は〈盛〉に一致する箇所）を踏まえた一節である
































の、父太宰大弐 共に上洛途中の五節の君が須磨に差し掛かった折、風に乗って聞こえてきた琴の音を聞き 源氏に便 を差し出したとする場面。 「琴の声風につきては かに聞こゆるに」 （新大系
2―三四





き留められた綱手縄のように 定まるところなく揺れ動く私の心をあなたはご存じでしょうか の意。 『源氏物語』 「須磨」で五節君から源
氏に贈られた和歌「琴の音にひきとめらるゝ綱手縄たゆたふ心君しるらめや」 （新大系
2―三五頁）の引用。 「綱手縄」は「船につないで引





うに心が揺れ動いているならば この須磨の浦を風が吹きすぎてゆくように素通りすることはでき いでしょうに」 意。 『源氏物語』 「須磨」での源氏からの返歌「心ありてひきての綱のたゆたはばうち過ぎましや須磨 うら浪」 （新大系


























桐壺帝が源氏の夢に現われ、早く須磨の地を去 ようにと諭した記事（後出）を指すか。岡田三津子は、これを「夢の告」とする理解が、『光源氏一部謌』や『光源氏一部連歌寄合事』などに見られることから、 「盛衰記の「夢の告」 表現も、先の「御思人」の場合と同様、源氏物語註釈 世界と通じるもの」 （四八四頁）と指摘す ただし、 『源氏物語』 「須磨」にも、 「夢の告」との表現はないも の、岡田三津子が引用する「心にもあらずうちまどろみ給。かたじけ き御座所なれば、たゞより居給へるに、故院たゞおはしまししさまながら立ち給て、 「など、かくあやしき所に物するぞ」とて御手を取りて引き立て給。 「住吉の神の導き給まゝ は、はや舟出して、この浦を去りね」との はす」 （新大系
2―五六頁）の他、 「君の、御夢なども
おぼしあはすることもありて」 （同五八頁） 、 「夢の中に 父御門の御教へありつれば」 （同五九頁） 桐壺帝の出現が 告であ こを示唆する表現が見 れる また、 『光 抄』で 明石入道の見た住吉明神の夢告 （ 「夢にさまことなる物の告げ知らすること （新大系












るかにも思ひや かな知らざりし浦よりをちに浦づたひして（見知らぬ須磨の浦からさらに遠い明石の浦へ移って、遥か遠くにあなたのことを思っております） 」 （新大系
2―六二頁）を踏まえた表現か。須磨
から明石までは直線距離にして十数キロメートルほど、 『源氏物語』 「須磨」には「明石の浦は、たゞはひ渡るほどなれば」 （新大系
2―三九
頁）とあり、容易に歩いて行ける程度の距離との認識が示されている。また、源氏は迎え 来た明石入 の舟に乗って、 「例の風出で来て、飛ぶやうに明石に着き給ぬ。たゞはひ渡る程に、片時の間といへど、猶あやしきまで見ゆる風の心なり」 （新大系
2―六〇頁）と、僅


















































注盛〉頭注では「雲や霞のかかる高い梁や軒。社殿の壮麗なさまをいう」 （八七頁） とする。清盛による厳島神社再建は仁安三年 （一一六八）に行われており、現在 あまり変らない規模の社殿が 立されていたと見られる。 『宴曲集』 「花亭祝言」 、 「玉楼金 に 　
錦を飾るもて
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れなく、清らかなこと。また、そのようなさま」 〈日国大 。 『邦訳日葡辞書』には「
C
ôqet コゥケッ（皎潔） 」とし、 「非常に清浄で純正潔




































































































































































5〈近〉 「みえ来りけるが」 、 〈蓬・静〉 「見来りぬるか」 。












8〈近〉 「ふるさとも」 、 〈蓬〉 「故
フルサト
郷も」 、 〈静〉 「古
コ郷キヤウ
も」 。
9〈近〉 「しつてい」 、 〈蓬〉 「実
サネ
定サタ












」 、 〈静〉 「只」 。
13〈近〉 「御まへに」 、 〈蓬〉 「御前
マヘ
に」 。





































テ生年十五ニナルアリ。是ハ取乱タル事有テ一度 参ラズ、後ニ一人参タリ」 （一〇五～一〇六頁）とする。 〈盛〉では、以前から有子と面識があったのに対して、 〈南〉では下向の段になってはじめて有子と










に該当する句はなし。 『梁塵秘抄』には、 「女の盛りなるは、十四五六歳廿三四とか 　
三十四五にし成りぬれば、 紅葉の下葉に異ならず」 （新




童女とも見られていたようであり、 〈覚〉には、 「備中の内侍とて、生年十六歳、いまだいとけなき身ながら」 （上―二〇〇頁）ともある。また、白拍子仏御前の場合は、 「十八九許」 （ 〈延〉巻一―三三オ）であった。なお、男子の事例だが、 〈盛〉には 平家追討の軍兵について、鎌倉殿の侍所で評定があった際 「十五六ハ小、十七以上ハ可上洛」 （
5―三四一頁）と定められたとする。本全釈六―二九頁の注解
「御歳廿七八ノ程」 、及び〈闘全釈〉八―七～八頁の注解「少し過ぐる御程なり」参照のこと 『高倉院厳島御幸記』には 御神楽の折、 厳島明神が憑いた「七になる小内侍」 （新大系『中世日記紀行集』一九頁）が登場する。年老いた者も若い者 、多くの内侍達が仕えていたのである。 「内侍ども、 老ひたる き さ
ぐ
歩みつらなりて、


































ズレバ、齢十五バカリナルガ、形チ人ニ勝レ未ダ物ナレザル気色ナレドモ、ワリナク思食レケルニヤ 何トナク御畳紙ニ御手スサミ有テ、有子ガ前ヘ投サセ給フ。有子是ヲ見レバ歌アリ」 （一〇六頁） 。 〈南〉 に、「何トナク」 「御手スサミ」の語が、有子の話の中にこの後にもう一度出てくることに着目した多ヶ谷有子は、これらの語が、実定の私家集『林下集』にあることを指摘した。 「何となくかく手習のすさびにも思ふ思ひぞまづはみえける」 （ 『
新編国歌大観』 三巻、 一九五番） 。そして、





ともなって行われる「儀式婚」 （増田繁夫九六頁）に該当しない男女間で取り交わされる和歌贈答形 と言えよう。 『源氏物語』 「御硯いそぎ召して、さしはへた 御文にはあらで、畳紙に手習のやうに書きすさびたまふ」 （ 「空蝉」新大系
1―九三頁） 、 「見つけ給て、あやしとおぼ



















































































































































































































































































10〈近〉 「なこりは」 、 〈蓬・静〉 「名残は」 。







給ふへし」 、 〈静〉 「をくり付給へし」 。
13〈静〉 「心本なきそと」 。
14〈蓬・静〉 「船の」 。










に」 、 〈蓬・静〉 「さま
く
に」 。
22〈近〉 「ひきで物」 、 〈蓬〉 「引
ヒキ
出イテ
物をそ」 、 〈静〉 「引出物をそ」 。
23〈近〉
「たうたりけり」 、 〈蓬・静〉 「たひたりける」 。
24〈近〉 「たうで」 。
25〈近〉 「とく大じの」 、 〈蓬〉 「徳
トク
大寺

















33〈近〉 「たうたく」 、 〈蓬〉 「貴
タツト




かし」 、 〈蓬・静〉 「 かく 。
35〈蓬・静〉 「あたり給ひつれは」 。















に」 、 〈蓬・静〉 「さま
く
に」 。
40〈近〉 「いたはられたてまつて」 、 〈蓬・
静〉 「あひいたはられ奉りて」 。
41〈近〉 「御ひきて物」 、 〈静〉 「御引
ヒキ
出テ物」 。






44〈近〉 「おはします」 、 〈蓬〉 「御
マシ
座マス
」 、 〈静〉 「御
ヲハシマス
座」 。
45〈近〉 「あがめたのみたてまつる」 、 〈蓬〉 「崇
ウヤマイ


















































56〈近〉 「たまはる」 、 〈蓬・静〉 「給はる」 。













屋〉は、 実定厳島参詣譚を欠く。 〈延〉 「カクテ七日御参籠有テ」 （六五オ） 。 〈盛〉では、先に「御参籠ハ七箇日也」とあったように、七日間の参籠であることは示されていたが、 〈延・中〉はそれがなく、七日であることはここで初出 〈四〉 は七日間の記述な 。七日間の参籠は、〈盛〉でも成親の「下社ニ七箇日籠テ」や、巻十二で藤原高博が稲荷
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一」 として、 内侍が船に乗って帰参者を見送っていたという （西





文なし。また〈南〉も特にこれに対応する文はない。前段の注解「実定ハ只尋常ノ情ニ思食ケルヲ、 内侍ハ難忍 思沈ミケル」 参照。なお、次段で述べるように、 〈南〉では有子も他の内侍たちと同様に、実定を送りつつ上洛したことが示される。 「徐ソニテモ争カ見奉ン」は「離れたところからでも、どうして見申し上げることがあろうか」の意〈近〉は「たまさかみそかにもいかでか見奉らん」 （校異
4参照）とし、






四〇） 盛〉では 此嶋ハ遥ナル海中 遠キ雲ノ徐ナレバ」 （巻十「有王渡硫黄島」

























テ、都近ク参ニケリ」とする。実定が内侍を当初の予定どおり計画的に都まで連れてこようとする様子を描き出している。 〈覚〉はさらにそれを簡略化し、 「いとま申けれ共、 「さりとてはあまりに名ごりのおしきに、 今一日路」 今二日路」と仰られて、 都までこそ具せられけれ」（一一七頁）とする。 〈盛〉はそうした記述がない上に、 〈延〉などとは異なり参詣の帰路に内侍たちを連れて帰ろうとは計画していない実定と内侍の双方 名残惜しむ姿を強調する形と言えよう。 〈盛〉 には、この後に、 「内侍共サラヌダニ難忍ナゴリニ、 角コマ
ぐ
ト宣ケレバ」










































4。九～一〇頁。 『雀松原考』 は未見） 。
















〈長〉巻九「福原京事」 「福原といふ所は…千代にかはらぬみどりは、すゞめの松原、 みかげの松、 雲井にさらす布ひきの滝」 （
2―一六四頁）




の松原、 打出の宿」 （新大系九八頁） 、 同『築島』 「雀の松原、 御影の森、雲居に晒す布引きや」 （同一七〇頁）など。古い用例は確認できず、雀の松原が名所として知られるようになったのは南北朝期を降るか。次に、 「小屋（昆陽）の松 の用例、 〈盛〉では他に二 。 「昆陽の松」を詠んだ和歌の用例の早いものとして、元永二年（一一一九）成立の『内大臣家歌合』に、三五「夕されば木のまの月もくらければたどりぞすぐるこやの松原」 （ 『新編国歌大観』
5―一五九頁） 、建暦三年
（一二一三）成立の『金槐和歌集』に、五四五「つのくにのこやのまつやの蘆すだれまどほ 成りぬ行きあはず て」 （ 『新編国歌大観』
4―七九頁）と見える。次に「淀ノ泊ノコモ枕」について、淀の菰を

















人京上ル」 （ 〈延〉六五ウ）と人数を明記。 〈中〉 「しかるべきないし十よ人めしぐして」 （四七頁） 。 〈四・盛・南・覚〉は不記。先に、実定に厳島参詣を進めた者の進言には、 上洛の際内侍を 〈四〉 「少々」 、 〈延・長〉 「四五 」ばかり引き連れよとあった。 「両三日労リテ」とするのは、 〈盛〉の独自異文。また、もてなして引き出物を与えたとするのは〈四・南・覚・中〉 。ただし〈延・長〉では 入京 折に、実定は内侍達に、 「同クハイザ都ヘ。京ヅトバシモ取セム」 （ 〈延〉六五ウ）と京土産を約束しているが、帰路途中でも引き出物を与えている。厳島参詣の折にも、内侍達 「種々ノ御引出物 オ すように、引出物攻勢を仕掛けることにより内侍 ちを都へ引き連れる策としているのだろう。ところで、 「翫」はこの後にも「内侍共翫と用いられるが、いずれ 〈近・蓬・静〉ともに「もてなす と訓じる。 〈南〉もここで「様々ニ翫シ」としている。 〈名義抄〉には「モテアソフ 　
モテアソヒモノ 　
タノム」 （僧下一〇六）とあり、 「もてなす」





































































〈盛〉の清盛像を分析した松尾葦江によれば、 〈盛〉には次のような清盛像が見られるという。①驚き騒ぐ人、怒り狂う人②大偏執の人③感激しやすい人④心浅き人⑤逸早き人⑥片顔なしの人（一六五～一七一頁） 。その分類に従えば、①②③⑤等の要素を含み込ん いると言えよう。清盛の落涙記事、 諸本なし この後にも 「ケシカラズ泣給ヘリ」（後項参照） と二度にわたって落涙したことが記される。 「イチシルキ」
は「著き」で、感情がはっきりと顕れること。先に近宗が実定に「又入道モイチシルキ人ニテ、思直サルヽ事モ有ナン」と言っていたの対応している。 〈盛〉で「いちしるし」は霊験などに用いられるが、ここ以外にも、 清盛に対して同様な評が用いら 場面がある。 〈盛〉「法印ハ穴イチシルキ人ノ心ヤ、今朝ノ対面ノ遅サ無興サノ有様ニ、唯今ノ泣様送礼ノ躰、説法シスマシタリト咲クゾ思ハレケル」 （巻十一「静憲入道問答」






伏の大きい「イチシルキ」人故に、怒り 涙す 像が至る所に描き込まれていることは確かである。他に涙する清盛は、徳子の安徳帝出産の場面でも描かれる。 「 「御産平安、皇子御誕生」ト高ラカニ申サレタリケレバ、 入道殿二位殿ハ、 余ノ嬉サニ声ヲ上テゾ泣レケル、 忌々シクゾ聞エシ」 （巻十「中宮御産」
2―八四～八五頁） 。諸本ともほぼ



























当該記事は、 前項の注解に見た②の記事。 〈南〉 はその記事を、
























泣くことに対して「ケシカラズ」とする記述が、他に二例見られる。〈盛〉に見られる特異表現の一つといえよう。 〈盛〉 「陰陽寮安部泰親院参シテ奏聞シケルハ 『其夜ノ大地震、 占文ノ指所不斜重ク エ侍リ世ハ唯今失ナンズ、コハイカヾ仕ルベキ。以外ニ火急ニ侍』トテ、軈ハラ
く
ト泣ケリ。…サスガ君モ臣モ差モヤハト覚シケル。若殿上人
ナド 、 「穴ケ カラ ノ泰親ガ泣様ヤ、何事ノ有ベキゾ」トテ笑人モ多カリケリ」 （巻十一 「大地震」
2―一八九頁） 、 「社参ノ客僧ノ中ニ、




























































として、実定の長年の不運を憐れみ、大納言に次ぐ大将任官を寿いでいる。なお 『玉葉』十一月十一日条 『愚昧記』同十五日条では、実定が清盛の歓心を得ようとして、邦綱の聟になろうとして失敗し世間の物笑いとなった旨が記されているとされる （赤松俊秀） 。 たしかに 『玉葉』同日条には「世人嘲哢無極」とあ が、こ は「已送迎車、空以帰還」とあるように迎えの車を出したのにもかかわらず空のままで帰還したことに対しての嘲りであった。ま 、 『愚昧記』には、 「借居姉女房冷泉院局家、世間頗以傾謗歟」とある。このとき は家が焼亡していたために「姉女房冷泉院局家」に身を寄せていた そこ 「是彼女房邦綱相物」ということで「彼家邦綱所授彼女房」という事情のある家であった。邦綱が冷泉局に与えた に住みながら、邦綱の娘娶ろうとする異例さを世間は 「傾謗」 し いずれ せよ、「実定が清盛の歓心を得ようと」したということはいえない。いずれにせよ、 〈盛〉が述べるように、重盛を左大将から右大将 移し、替わり 実定が左大将に任じられたという史実はない。 だ 、左大将職にのみ着目すれば、 重盛が辞し 後に実定が就いたこ になる。 〈盛〉と同じように記すのが 四 。 〈延〉が「重盛大将ニ上ヨトテ大将ヘ押上テ、徳大寺殿ヲ左大将ニ成奉ル」とするのも明らかに誤解がある。山下宏明も指摘するように 「上ヨ は「あけよ（空けよ） 」の誤解で
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あろう（二六〇頁） 。 〈長〉では「 「とく
く
しげもり、大将あけよ」
とて、徳大寺殿、左大将になしたてまつる」 （六七頁） 。この他、 〈中〉「御子のしげもり、大納言の左大将にておはしけるを、大しやうをじせさせ奉りて、 へこそはたされけれ」 （四七頁） 、 〈覚〉 「嫡子小松殿、内大臣の左大将にてまし
く
けるを辞せさせ奉り、次男宗盛大











諸本なし。 「イツシカ」 は早くもの意。 「御悦申」


















































は確かであった（石田松蔵一六三～一六五頁） 。なお、平親範は、承安四 （ 七四）には参議正三位に達していたが、同年の六月五日に病 より出家、三十八歳であった。そ 後八十四歳まで生き延び、承久二年九月二十八日に死去 〈補任〉
1―四七九頁。承安四年条） 。







































































































































































2〈蓬〉 「ことはを」 、 〈静〉 「ことばを」 。
3〈近〉 「へて」とし、 「へ」に見せ消ち、右に「ゑ」を
傍記。




5〈近〉 「小舟に」 、 〈蓬・静〉 「とも舟に」 。
6〈蓬・静〉 「たゝよひ」 。 「ける」の脱か。
7〈近〉
「舟のうちの」 、 〈蓬〉 「船
セン
中の」 、 〈静〉 「船
ノ中の」 。
8〈近〉 「ひきける」 、 〈蓬・ しらへける」 。
























ヲツヽム恋ナレバ、語慰ム方モナシ」 （一一〇～一一一頁） 。 〈盛〉での実定の「何ト キ言ノ葉」とは、 〈南〉 「何トナク賜タリシ御手スサミ」 、つまり畳紙に書かれた「山ノ端ニ契テ出ン…」の手すさみのことを指す。その「手スサミ」は、実定の「只尋常ノ情ニ思食」したものでしかなかった、 つまり「何トナキ言 葉」でしかなかったのだが、「難忍ゾ思沈」んでいた有子の思いはその後も増すばかりであったとする。ついには、 神に祈りを懸けた所で願いが叶うわけ もないので、この世に意味もなく生きているからこそこのような辛いこともあるのだと思い、遂に入水の決意を固めたとする。 れに対して、 〈南〉では、他の内侍とともに都へ付き従 有子は、実定 ら賜った手すさ
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わったための過誤であろう。




13〈近〉 「まぎれけり」 、 〈蓬〉 「まかひにけり」 、 〈静〉 「まかひけり」 。














16〈近〉 「口ニ」なし。 〈蓬・静〉 「ほとりに」 。
17〈蓬・静〉 「船の」 。









21〈近〉 「ふるさとの」 、 〈蓬〉 「故
コ郷キヤウ
の」 、 〈静〉 「故
コ京キヤウ
の」 。
22〈近〉 「われは」 、 〈蓬・静〉 「我は」 。




に」 、 〈静〉 「第一部
ノホウ
に」 。
24〈近〉 「あき人の」 、 〈蓬〉 「商
アキ















られて」 、 〈蓬・静〉 「思出られて」 。











31〈近〉 「みをつくしの」 、 〈蓬・静〉 「澪
ミヲ
の」 。










36〈近〉 「うちなかめて」 、 〈蓬〉 「うち詠
エイ
して」 、 〈静〉 「うち詠
して」 。
37〈近〉 「かいちうへそ」 、 〈蓬〉 「海
ウミ















45〈近〉 「わかうして」 、 〈蓬・静 わかくして 。
46〈近〉 「しつていを」 、 〈蓬〉 「実
サネ
定サタ




47〈近〉 「こひて」 、 〈蓬〉









































上人絵伝』巻三十四第五段に描かれ 室の泊につき給に、小艘ちかづききたる、 れ遊女がふねなりけり」 （ 『法然上人絵伝』中―一四九頁）とあるものが近いだろう。播磨国の室は遊女が居住し『高倉院厳島御幸記』にも、 の泊 遊女者ども、古き塚の狐 夕暮に媚けたらんやうに、我も
く
と御所近くさし寄す」 （新大系一四頁）















ての事」は「これだけはと切望すること」 （ 〈日国大〉 ） 。明応本『節用集』 「責
セメテノコト



















奏でるとの意。楽器の音色・響きと松風・波音を重ね合わせる例に、 『和漢朗詠集』四六九「琴のねに峯の松風かよふなりいづれのをよりしらべそめけむ」 （旧大系一六九頁）の他 『宇津保物語』 松風の ゑにくらぶる琴の音を 　
しぐるゝ蝉は調べざらめや」 （旧大系
1―二八一















































































































ヘ入ナンニハ』ト思切ツヽ住吉ノ浦 船ヲ着、明神ノ御宝前ニ琵琶ヒキ朗詠シテ明神ニタムケ奉リ、一筋ニ後世ノ事ヲゾ祈申ケル。其後又舟ニ乗テ押出ス。女童ニ云 ルハ 『汝知ズヤ、徳大寺殿ノ厳嶋ニ御参籠ノ時、御下向ノ朝聊指合事有テ遅ク参リタリシニヨテ、由ナキ御手スサミヲ給テ、絶ヌ思ト成タルゾヤ。サレバ日数ヲフルニ付テモ思深ク成ユケドモ、慰ム心ハ露モナシ。今ハ御見参ニ入ル事モアラジ。汝ハ厳嶋ヘ帰テ内侍殿達ニ此由ヲ語申セ 構テ後世訪テ得サセヨ』ト云置文書テ、 『是ヲバ内侍殿達ニ見セ奉レ』トテ 女ノ童ニトラ 軈テ西ニ向ヒ高声ニ十念シテ南無阿弥陀仏本誓悲願ア マタズ西方ノ浄刹ヘ迎ヘ取リ給ヘト祈念シテ琵琶カキイダキ、生年十五ト申ニ終 海ヘゾ入ニケル」 （一一二～一一四頁） 。 〈盛〉 の 「澪ノ沖」 に対して、 〈南〉では 「入鳥ノ沖」 。住吉の澪標は、 『新古今和歌集』 巻十八・一七九二 「数なら 世に住の江のみをつくしいつを待つともなき身なりけり」 （新大系五二一頁）のようにしばしば詠まれる。 「澪標」は、 「平安時代、難波は淀川の河口がいたずらに広がって浅瀬が多く 船の航行に難渋したので、水脈や水深を示すため 串を立 た。…和歌によまれる場合は「身を尽くし」の意を掛けることが多 、ま 「難波」と呼応することも多かった」 （片桐洋一『歌枕歌ことば辞典増訂版』四一三頁）が、 「澪ノ沖」という語は確認できない。同様に、 〈南〉の「入鳥ノ沖」も不明だが、 「鳰の海」のことと解すれば琵琶湖 指し この場の景物としてはふさわしくない。なお、 「入鳥」は、 「鳰」が「入」と「鳥」とに分字表記されたものであろう。他に「入鳥」を「 ほ」 読む事
字略）口
同」第一冊・二四）にある。 『琵琶行』では、 舟の中の夜の光景。
また、 〈盛〉に夜のこととする記載はないが、有子の辞世の歌の下句「月ノ都ノ人ヤミルトテ」によれば、 〈盛〉の場合も月の出る夜の光景と読めるか。一方、 〈南〉は「
舟ニ便船シテ」項の引用に続いて、 「心









を掌る役所の教坊の第一部に所属し という。娼妓の絶頂の頃 話であった。しかし、月日経つ内にそ 容色も衰え、年 取って ら商人の妻となったという。そうした娼妓自身の、零落した身の上が、有子の今 境遇に重なることが暗示される。 「彼潯陽ノ老女ハ、色衰テ商人ニ随テ舟ヲ守、此厳島ノ有子ハ…」の注解参照。 　
〇被思出哀也
　












の下に入るつもりだ、月の都の人はこの様子を見ているかと思って」の意。月の都は、月にあるという都。転じて都の美称。波の下に行く私を空の月の人は見ているだろうかとして、都人すなわち実定は私のことを思っているのだろうかとの意を込める。 『源氏物語』 「須磨」巻で、十五夜に源氏が都を想っ 詠ん 「見るほどぞしばしなぐさむめぐりあはん月 みやこはは かなれども」 （新大系
2―三四頁）の

















や」歌がやがて都にま 伝わったとする。 〈南〉と異なり、 〈盛〉 は有子に同伴者もなく言づてをしたわけ もないので 船頭や同船の者
例は不明であるが、遠藤邦基は「山風」で「嵐」 、 「秋の心」で「愁」など『古今和歌集』 『千載和歌集』の例、 秋木葉落楸」等『本朝文粋』字訓詩の例など、広く偏旁冠脚を分字した実例を広く分析する。恐らくは、 〈盛〉の「澪の沖」 本来の形であり、 「ミヲノ沖」がハ行転呼による仮名遣いの混乱（ヲ―ホ）及び仮名字形近似（ミ―ニ）によって「ニホノ沖」と誤読・誤写されたことが想像される。さらに、 「澪の沖」からは、歌語「澪標」を代表する歌「わびぬれば今はた同じ難波なる身をつくしても逢はんとぞ思」 （ 『後撰和歌集』九六〇、元良親王。新大系二八二頁）も連想されよう。身を尽くしても実定に逢いたいとの有子の思い 直情的に表現する地として、 「澪標」で知ら難波の住吉の沖が選ばれたとも言える。なお、 〈南〉の有子の述懐中の「数ナラヌ身ナレバ」に いて 多ヶ谷有子は、 『源氏物語』 「澪標」に、身分違いを知る明石の君が、内大臣になって住吉参詣に来た源氏に、会うことなく から明石に戻るが、その折に詠まれた歌「数ならでなにはの もかひなきになどみ 思ひそめけむ」 新大系
2―一一六頁）に着目する。その状況は、有子が実定を訪ねること




























用に続けて 「猿程ニ、世隠ナキ事ナレバ、徳大寺殿ヘ此由程ナク聞食テ、 『サル事有キ。何トナキ手スサミヲサ程ニ深思入、身ヲナキ物ニ成ケル事ノ不便サヨ』 様
サマ
々御仏事共営マセ給テ、有子ガ後世ヲゾ
